倉敷巧で採集せる數種の蜘蛛の觀察 

松原 茂 雄（白甲缔） 

朝鮮な城培が中學校 

予は倉敷巧大原農業研究所昆蟲部在任中公務の餘暇を利用して研究所の植物 
園及研究所附近に生棲する數穗の蜘蛛 • 特にをの卵褒に就て觀察する機會がを 
つたから此處にをの觀察記を報吿する次第でをる。 

I Tetg い athiclae アシナガダぶ-科 

1 Teiragnatha lea Bos. et Strand 1906 ア、ゾマ T シナガグモ （VI I. 
1941丰粟） 

2 Teiragnatha squamata Kar^c% 1879 ウロ コアシナガグモ （VIL 26. 

1941) 

桃や撰の葉に（表冀をえらばず）直徑6〜11 の. m. 〇扁圆形の卵囊をつけ罕 
はその上に足を伸してうづ < まつて卵蔡をまもつて居た。卯蔡は極めて粗 < な 
をの絲を不規則に綴た扁圓おの綿が塊でをの中央に一魂の卵をを如卵塊は外か 
らすかして見られた0卯は直徑 0.6m. m. の淡綠色の巧形にして表廚には何等 
の斑紋も點刻もなかつた0卵塊を取 W ずと名•々の卵粒はををにばらばらにはな 
れた〇1卯囊中〇卵數は102個 （1 例）41個 （1 例）であつた0 

II Thomisidae カニグモ科 

3 Fhilodromus reussii Boseuberg 1903 (VIL 1941) 

III Salticidae ハへトリグモ科 

4 Menemerus hrachygnaihus (Thorell) 1887 (VII. 1941) %•1 

本種は放 confusw とよ <似てをるから混巧されやすい。併し Epigyiie 〇 
構造を比較すればを易に區别おがる。 

5 Myrmarachne innerrnichelis Bos. et 饼 ra 從 i 1906 クロ T リグモ 
(VIL 1941) 

IV Clubioiiidae フクログを科 

6 Cluhiona japonieola Bos. et Straud 1906 ウスキフク ログモ [VI* 

20.1941) %. 2 



o か 



禾本科植物の藥をがり曲て產 
室をク< る0產窒は內壁を白を 
の絹絲で雜く襄れしをの壁に長 
徑5〜7 m * m . 短徑3〜5化.町 
の橘惰圓形の卵黎をつけであ 
る。？親は卵と共に產窒巧に閑 
ぢ綻つて居る0卵魂はうずい白 


fig. 1 ち. Memrmrm confasus 〇 Epigy 脱を か,^左口巧が尊禪 - もをがわホか 

示す〇左が. W 伊 a 化 W のがが ne を示むの細絲様光澤ある絲でなまれ 
す〇 ( W . Bcsmlerg なび E . S 似 n ん1爆に て居る。立ヒの絹絲の包みを取去 

依る)> ると淡黃なの眞珠樣光澤ある卵 

がおて來る〇卯は直經 0.7 ra . m . の球歡にしで表衙には點刻も斑紋もない〇產 


室の形には辞々あり予〇採集せる22個の產窒を分類しを結-巧は fig . 2に示す 


如くん B . CVD のぶつの型があり，乂塑のもの17例. B 型!のを仅3例 ， C 
D 型〇ものを1例づつであつた。尙產窒の高さけ）はホの如し（ん • B . 兩塑 





( 142 ) 


。もののみ計る ）0 

單化"、 • m . 

蠻室の髙さ 游 3か 27 

例數 116 

1卵巧中の卵數は巧の細し 
卵 数 69 64 65 79 

例數 1111 


25 24 20 

3 3 5 

84 85 89 94 
11 2 1 


V Pho'cidae イウレイダモ科 

7 Phokus P もが M’des 朽 issll 打 イウレイグモ (VI. 1941) 

家屋巧の暗い稱.特に德所〇中に多し0 
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VI Dictyuidae ハグモ科 

夕 Dktyna わ liicdla Bos. ct Strand 1906 ミドリ 》 ダモ （ VII. 2 ん 1941) 
色い 

齋藤 S 郎巧：日本動物分類廣ぉ蜘蝶目（ II )におれば本種は未だ本州から 
の-記錄なき ものの如し。小松榮巧：(1936)は本穗にヒナハダモなる和名を用从 
て 居る力*、チは糜藤氏;に從ひミドリハグ モと 呼ぶこととしを 0 
桃の葉の表厨 e 或は襄厨）に簡單な曰覆樣の巢をつくり其下に1〜3鶴!の卵 
蔡を絲でもつて葉厨に祗魯さがてねた。卯囊は道熙2.5-^义〇か •化 •の白を掃蘭 


形に しで 上面やや駿隆し 周 終に白色の隆起環をめぐらか 
るを認む〇 ? は卵繁〇上にうづくまつてわを 0 卯をほ特 
則な 巧 部 溝 造をおせず 襄を 破るとがは容をにげらばらと 
诞て來た 。II 日襄 中に包有•せる が缴 は巧備 （ 2 例 )，26 
個 （ 1 例）であつた 0 卯は淡黃むを空し旌徑 0.5m. の . 
巧外の巧形にして表面に な 何等の點刻も斑紋もなかつ 
を。 

VII Theridiidae ヒメ グモ科 



fig. 3. Dicfj/na 
JoUicola の卵囊 
ををナ〇 


9 Theridion iemdw’ioru がじ • 飞 " Kocb 3841 ォホヒメ グモ （ VII. 玉貧 41) 
10 Argyrodes ろがの d だな (Karsch) 1881 シ ロ ポネキサフ ロウ グモ （ VII. 

28.1941) 咕4 

コガネグモ Coganargiope amoena の典に多數居候しでねおが卵裳‘は人家。 
牵 f 下等に麟舉なす親則網を張りこれに1乃ま數 I 閣づっ〇卵髮を〇りさげる〇卯 




(] が） 

おがおが上った後は？親は SiJ にえを見張りして居らない。卯巧は淡黄色乃至黃 

褐をを呈し提なの様な 
形をしてぶらさがつて 
居る。卯裝壁の內側は 
白をにして同じをの非 
常に長い綿毛を有し之 
がもつれて保護曆を形 
成してをり化の保護曆 
の中央部に卯姚がを 
る。卯魂は容易にばら 
ばらになる。卯装の底 
部 （ a ) は開いてをり通 
氣と幼おの脫が化とをかねるものらしい。卯は稍々粒をを帶びたる黃たにして 
點刻斑紋共になし0珠形にして直徑 0.6 m •陆.なり0 
一卯褒中〇卵數は次の多日し。 

卵 數 24 25 33 37 42 

例數 1 1 1 1 1 



結 關 類の 種 
髙島春 雄 



東京文理科大學動物學敎室 


世典の結關類も今では巧當穗数が夕< なつて居る 0. 1936年の拙稿が後 A . 
E . Miche 化 achei •氏 （1938) が屬禪一覺を靖げをれでは13屬55種にしてある 0 
イ旦し其の-^晴では Hanseniella がが br , け ‘ ca は SymphylelUna californica と誤 
記されで思る ぶ- 其のを今月に至るま巧屬種旗をホ易げた硬をあるを知らぬが， 

1船8年な後も新群の記載はか闕の學者によりぼクほ•つ巧はれて居るむで其等を 
も含め新訂版として兹に2科巧瀑69穂の世界產結關類の一覚を揭げるこ、とに 
した（外顯文獻の入乎す可能になつてから後に提唱された新群ありとすれば當 





